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1．はじめに
　「先生の専門は何ですか？」と問われるこ
とがある。「図書館についてならば、興味あ
りますよ」と答えている。とは言え、図書館
について余すことなく知っている訳でもない。
経歴の上では、大学図書館で働いた経験が最
も長いのであるが、日本の大学図書館の様相
は激変しているので、今では古臭い（アウト
・オブ・デイトな）知識になっているだろう。
　今一番興味をもっていることは、フランス
の学校図書館である。数年前から、国際学校
図書館協会（IASL）の活動に関わるように
なって、年次大会で世界各地の学校図書館を
見学する機会を得ている。訪れる国が英語圏
中心なので、フランスの学校図書館が気に
なっていた。日本ではフランスの学校図書館
の情報がほとんどない。3年前からインター
ネットなどで情報を集め始めて、昨年の春、
フランスへ行った。二週間で関連施設を含め
ると10箇所の見学ができた。見学でわかった
ことも含めて、フランスの学校図書館につい
て説明したい。
2．フランスの学校制度と学校図書館
　フランスの学校制度は5・4・3制である。
公立の幼稚園（ecole　maternelle）以降、5
年制（6歳～11歳）の小学校（6cole　primaire
または6cole　61ementaire）と、4年制（12
歳～15歳）の中学校（コレージュcollOge）、
3年制（16歳～18歳）の普通科総合高等学校
（リセlycee）と5年制～3年制の職業高等
学校（職業リセlyc6e　professionnel）があ
る。
　フランスの学校図書館には2つの呼称があ
り、それぞれ成立の経緯が異なる。幼稚園
・小学校にある図書館・資料センターBCD
（Biblioth6que　Centre　Docu皿entaire）　と、
中学・高等学校・職業高等学校にある資料・
情報センターCDI（Centre　de　Documentation
et　d’lnformation）の呼称がある。
　図書館・資料センターBCDは、1984年の通
達により、小学校および幼稚園に設置される
ことになった。パリなどの都市部では、幼稚
園と小学校の併置は多い。そのため、BCDは
小学校併設の幼稚園にも設置される。小学校
では、必要な図書・教材を常置する学級文庫
を教室に置くことが多い。1984年の通達によ
りBCDの設置を指示されているが、まだ設置
していない学校もあり、国民教育省では配置
率を調査していない。
　資料・情報センターCDIは1950年代末から
高等学校にSD（Service　de　Documentation）
が設置されて以来、各学校に設置され、現在
ではコレージュ・リセおよび職業リセのほと
んどに設置されている。
　フランスの学校図書館の歴史は19世紀に始
まる。フランスでは1833年に初等教育法が成
立して、各地に初等教育学校が設立された。
しかし、黒板や机などの設備が整っていな
かったので、1862年の教育省令で高さ1．8m、
幅80cmほどの書棚が学校図書館として設置さ
れるようになった。当初は通学する児童と保
護者に貸出していた。蔵書は50～100冊程度
で、教科書や教育省が配布する図書が中心で
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あった。やがて、学校図書館の蔵書は児童、
その保護者だけでなく、地域の青年たちにも
貸出されるようになった。19世紀の後半、
「低俗な」図書が読まれるようになったので、
それを抑止するために、学校図書館の蔵書を
地域に公開した。結果として、19世紀末期に、
フランスの学校図書館は「民衆図書館」、公
共図書館となった。
　第一次世界大戦後、ニューヨークの名士の
夫人たちを中心にした慈善団体であるアメリ
カの児童図書館委員会が、戦場となって荒廃
したヨーロッパへの支援を目的として、フラ
ンス、ベルギーに児童図書館を設置すること
になった。フランスでは、1924年パリ市5区
サンセヴラン教会の近くに「たのしいひとと
き（L’Heure　Joyeuse）」図書館が設立された。
デューイ十進分類法による排架法を行ない、
著者名・書名・件名目録を完備して、貸出規
則を定めて、館外貸出を行なうアメリカ流の
図書館活動を紹介した。現在、カルチェ・ラ
タンの近く、車の通りの激しいサンミッシェ
ル大通りから入った静かな路地に面した「た
のしいひととき」図書館は、パリ市立図書館
の一つで、児童サービス専門の図書館である。
　第二次世界大戦後、小学校には学級文庫や
小規模な図書室があるにすぎなかったので、
子どもたちは公共図書館の児童コーナーを利
用した。
　1963年に「たのしいひととき」図書館の活
動に刺激を受けたアンヌ・グルネ・シュルン
ベルジェが設立委員会を組織して、1965年、
パリ郊外のクラマール市に「本の楽しみ（La
joie　par　les　livres）」図書館が開館した。
フランスで本格的な児童サービスをはじめた
図書館である。
　「本の楽しみ」図書館は、パリの中心から
地下鉄12号線に乗り、終点のメリ・ディスィ
イ駅からバスで15分ほど行った閑静な住宅地
にある。著名な建築家ル・コルビュジェらの
協力を得て設計された当時のままで、円筒形
の建物を組み合わせた斬新な外観になってい
る。現在も、地域の子どもたちが利用してい
る。
　1970年代、フランス各地の小学校に図書室
が設置されはじめた。1974年、クラマール市
の「本の楽しみ」図書館の職員たちと国立ド
キュマンタシオン教育研究所の研究者たちが、
小学校の図書館について研究をはじめた。翌
年、彼らは学校文化活動促進協会（ADACES）
を結成して、1976年にオーセール、ポワチエ、
ルーアンなどの6か所の小学校図書館を支援
して、その成果を報告書にまとめた。それま
で小学校の図書館は「図書室」「学校図書
館」「資料センター」などと呼ばれていたが、
この報告書から資料・情報センターBCDに呼
称が統一された。
　1958年、ジャンソン・ド・サイイ高等学校
（リセ）にCLDP（Centre　local　de　documenta
－tion　p6dagogique）が設置されて、翌年に
資料サービス部SD（service　de　d㏄㎜tation）
と名称を変えた。（DIの最初である。1966年、中
学校と高等学校のSDは資料情報サービス部SDI
（service　de　documentation　et　d’infomat　ion）
に名称を変更した。資料と情報を提供する部
門を意味する。1974年、タロン報告により、
中等教育学校の学校図書館はSDIから資料情
報センターCDIへ改称された。この報告書で、
「サービス部」という呼称は「補足的な機
能」を表していたが、「センター（centre）」
と呼ぶことで学校の中心的場所であり、教育
活動と学習活動が交錯する拠点となるとされ
た。同年の通達で中等教育学校へのCDIの設
置が推進された。
3．学校図書館の教職員
　幼稚園と小学校のBCDは教員が管理してい
る。パリ市ではパリ読書センター（1992年設
立）で指導員（animateur）を養成して、指
導員が教員と協働してBCDの活動に関わって
いる。ほかの地方では、児童の保護者、地元
の児童文学作家、教員経験者などがpartenariat
といわれる支援者団体を形成してBCDの活動
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に関わっている。
　中学校と高等学校のCDIは専任の図書館職
員（司書）が管理運営していたが、1989年に
CAPES　de　Documentationが創設されて、教科
を持たないドキュマンタリスト教員が管理運
営することになった。日本の司書教諭が、学
校図書館法第5条で「教諭をもって充てる」
とあるために、クラス担任・教科担任と兼任
する場合が多い状況と異なる。CAPES（カペ
スcertificat　d’aptitude　au　professorat　de
l’enseignement　du　second　degre）とは中等
教育学校教員適正証であり、各教科にある。
カペス・ド・ドキュマンタシオンとは中等教
育学校（コレージュとリセおよび職業リセ）
の学校図書館を専任で運営する教員の適正証
である。ドキュマンタリストのカペス創設は、
各教科の教員とCDIを運営する教員が同等の
立場になったことを意味する。
　ドキュマンタリスト教員になるには、カペ
ス取得のための国家試験を受ける。インター
ネット・電子資料の急速な進展により、ド
キュマンタリストには情報工学と教育工学の
技能が必要とされて、2002年に試験制度と試
験科目の見直しがなされた。公立学校のド
キュマンタリスト教員志願者対象には、現在、
新規志願者の養成機関である教員養成大学
院（IUFM）（後述）の卒業生対象の外部試験
（CAPES　externe）、主に現職教員と教職経験
者を対象とする内部試験（CAPES　interne）、
学校教育補助員（学校で生徒たちの補助的な
指導を行なう若年層の臨時雇用者）などを対
象とする第3試験（troisie皿e　concours　du
CAPES）がある。外部試験では5時間の筆記
試験（一次試験）と2時間45分の口頭試験
（二次試験）を受ける。
　そのほか、私立学校のドキュマンタリスト
教員志願者対象に別枠の外部試験、内部試験、
第3試験などがある。
　ドキュマンタリト教員は各学校2名の採用
枠があるが、フランスでは毎年採用人数を決
めて、徐々に配置している。日本の司書教諭
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のように、全国の12学級以上の学校に一斉配
置（2003年）するようなことはしていない。
年毎に変動はあるが、年間約300～400名の合
格者がいる。
　ドキュマンタリスト教員の養成教育は、大
学のほか、主に教員養成大学院（1㎜）で行
なわれている。フランスでは教員の指導力の
低下が指摘されて、1991年に教員養成大学院
が各県に創設された。ドキュマンタリストの
外部試験を受験する者は、教育学・図書館情
報学・教育工学の科目を約550時間受講しな
けれければならない。内部試験を受験する者
は教員養成大学院、または国立遠隔教育セン
ターCNED（Centre　natinal　d’enseigne皿ent
adistance）の関連科目を受講する。一方、
日本では、大学および地域の教育センターで
行なう講習と、講習の省令科目に基づいた大
学の司書教諭課程・通信教育課程および放送
大学で、司書教諭養成が行なわれている。講
義科目5科目10単位で、講義時間は300時間
である。
4．フランス流「総合的な学習の時間」
　高等学校と職業高等学校では、1999年に公
民教育の時間ECJS（education　civique，
juridique　et　sociale）を第1学年から導入
した。CDI、インターネットから情報収集し
て、民主主義社会の市民の自覚を促す主体的
学習である。ほかの先進国と同様に、フラン
スでも、生徒が教員に暴力を振るう事件が発
生して、青少年の倫理意識の低下が叫ばれた
からである。
　高等学校では2000年から個別学習TPE
（Travaux　personnels　encadr6s）を導入し
た。TPEは週2時間、生徒が複数教科の横断
学習して、レポート、ビデオなどで発表する
総合学習である。職業リセでは2001年から
「専門性に即した横断的学習PPCP（Projects
pluridisc　iplinaires　a　caract6re　professiormel）」
を導入した。職業リセで学ぶ専門的なテーマ
と他の複数の教科を関連づけて横断的に学習
する。
　中学校では2002年の新学期から「発見の道
程IDD（ltineraires　de　decouverte）」を導
入した。第2学年と第3学年が最低限12週に
わたって週2時間の学習活動をする。「自然
と人体の発見」「芸術と人筒性の発見」「言語
と文明社会」「科学と技術の導入」の中から、
生徒がトピックを選んで探求して成果を発表
する。生徒たちはCDIの資料、インターネッ
トを使っている。
　急速な情報化と情報通信技術メディアによ
る教育へ対応するため、国民教育省は2000
年11月に情報活用能力認定証B2i（1e　brevet
informatique　et　internet）を発表した。こ
の認定証は、小学校5年生と中学生を対象に、
ソフトウェアと情報メディアの操作、情報検
索、電子メールの操作に必要な専門的技能の
取得を、教科教員が認定して、国民教育省へ
申請する。認定証には小学校の児童を対象に
した1級と、中学校の生徒を対象にした2級
がある。フランス政府では、すべての児童生
徒のB2i取得を目指して、情報活用教育を推
進している。
　日本では2002年に導入した「総合的な学習
の時間」を、子どもたちの学力低下を防ぐ理
由からぐ早く見直す動向である。同時期に
「総合的な学習」を導入したフランスでは、
CDIに専任のドキュマンタリスト教員を配置
して｛教科とのバランスを取りながら、生徒
たちの主体的学習を推進している。日本の学
校図書館の今後のあり方を考える上で、フラ
ンスの学校図書館はとても興味深い。
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